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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
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【発行日】令和3年6月10日(2021.6.10)

【公開番号】特開2020-62100(P2020-62100A)
【公開日】令和2年4月23日(2020.4.23)
【年通号数】公開・登録公報2020-016
【出願番号】特願2018-194465(P2018-194465)
【国際特許分類】
   Ａ６３Ｆ   5/04     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６３Ｆ    5/04     ５１６Ｆ
   Ａ６３Ｆ    5/04     ５１６Ｈ
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【手続補正書】
【提出日】令和3年4月21日(2021.4.21)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の識別情報を変動表示可能な可変表示手段と、
　所定の開始条件に基づいて当籤役を決定可能な役決定手段と、
　前記可変表示手段の変動表示を停止させるための操作を検出可能な停止操作検出手段と
、
　前記役決定手段により決定された当籤役と、前記停止操作検出手段により検出された停
止操作態様とに基づいて前記可変表示手段の変動表示を停止させる停止制御手段と、
　前記可変表示手段の停止態様に応じた特典を付与可能な特典付与手段と、
　遊技者にとって有利な停止操作態様を報知可能な報知手段と、
　前記報知手段による報知が許容されない非有利状態と、前記報知手段による報知が許容
されうる有利状態とを制御可能な状態制御手段と、を備え、
　前記有利状態には、遊技価値が減少する期間である通常有利状態と、遊技価値が増加す
る期間である増加有利状態とが少なくとも含まれ、
　前記有利状態において、第１の終了条件が成立すると、前記有利状態を終了させる第１
終了制御手段と、
　前記増加有利状態において、前記第１の終了条件とは異なる第２の終了条件が成立する
と、前記有利状態を終了させる第２終了制御手段と、をさらに備え、
　１ゲームにおいて前記第１の終了条件及び前記第２の終了条件の両方が成立しうる場合
は、前記第１終了制御手段と前記第２終了制御手段のうちいずれか一方のみによる前記有
利状態の終了処理を行い、
　所定の信号を外部装置に対して出力可能な信号制御手段をさらに備え、
　前記信号制御手段は、前記第１終了制御手段により前記有利状態が終了する場合に、前
記有利状態の終了を示す態様で前記所定の信号を制御し、前記第２終了制御手段により前
記有利状態が終了する場合も、前記第１終了制御手段により前記有利状態が終了する場合
と同じ態様で前記所定の信号を制御し、
　前記非有利状態において、前記役決定手段により決定可能な複数候補の中から予め定め
る所定決定がされた場合、前記有利状態への移行を確定し、この場合に、前記増加有利状
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態へ移行する場合と前記通常有利状態へ移行する場合とがあるようにしており、
　前記通常有利状態において、前記役決定手段により前記所定決定がされた場合、前記増
加有利状態へ移行する場合と移行しない場合とがあるようにしている
　ことを特徴とする遊技機。
【請求項２】
　複数の識別情報を変動表示可能な可変表示手段と、
　所定の開始条件に基づいて当籤役を決定可能な役決定手段と、
　前記可変表示手段の変動表示を停止させるための操作を検出可能な停止操作検出手段と
、
　前記役決定手段により決定された当籤役と、前記停止操作検出手段により検出された停
止操作態様とに基づいて前記可変表示手段の変動表示を停止させる停止制御手段と、
　前記可変表示手段の停止態様に応じた特典を付与可能な特典付与手段と、
　遊技者にとって有利な停止操作態様を報知可能な報知手段と、
　前記報知手段による報知が許容されない非有利状態と、前記報知手段による報知が許容
されうる有利状態とを制御可能な状態制御手段と、を備え、
　前記有利状態には、遊技価値が減少する期間である通常有利状態と、遊技価値が増加す
る期間である増加有利状態とが少なくとも含まれ、
　前記有利状態において、第１の終了条件が成立すると、前記有利状態を終了させる第１
終了制御手段と、
　前記増加有利状態において、前記第１の終了条件とは異なる第２の終了条件が成立する
と、前記有利状態を終了させる第２終了制御手段と、をさらに備え、
　１ゲームにおいて前記第１の終了条件及び前記第２の終了条件の両方が成立しうる場合
は、前記第１終了制御手段と前記第２終了制御手段による前記有利状態の終了処理を行い
、
　所定の信号を外部装置に対して出力可能な信号制御手段をさらに備え、
　前記信号制御手段は、前記第１終了制御手段により前記有利状態が終了する場合に、前
記有利状態の終了を示す態様で前記所定の信号を制御し、前記第２終了制御手段により前
記有利状態が終了する場合も、前記第１終了制御手段により前記有利状態が終了する場合
と同じ態様で前記所定の信号を制御し、
　前記非有利状態において、前記役決定手段により決定可能な複数候補の中から予め定め
る所定決定がされた場合、前記有利状態への移行を確定し、この場合に、前記増加有利状
態へ移行する場合と前記通常有利状態へ移行する場合とがあるようにしており、
　前記通常有利状態において、前記役決定手段により前記所定決定がされた場合、前記増
加有利状態へ移行する場合と移行しない場合とがあるようにしている
　ことを特徴とする遊技機。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００５】
　従来、特許文献１に記載されているように、遊技メダル等の獲得性能について遊技者に
有利となる停止操作の情報すなわちストップボタンの正解押し順や適押下位置等の獲得性
能に差異が生じる当籤役を識別若しくは推測させる指示情報を液晶表示装置等において報
知する指示機能を作動可能（指示情報を報知可能）にする有利区間或は有利状態と、その
ような指示機能を作動不可（指示情報を報知不可）にする通常区間或は通常状態とを設け
た遊技機が知られている（段落００４４～００５０等）。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
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【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
【特許文献１】特開２０１８－５０８６２号公報
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　しかし、有利状態（有利区間）を設ける場合、有利状態が長く継続し過ぎると、射幸性
が過度に高くなってまう。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　また、有利状態（有利区間）の生起態様を如何にすべきか課題がある。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　本発明は、有利状態が長く継続し過ぎることに起因して射幸性が過度に高くなってしま
うことを抑制しつつ、有利状態の生起態様に関する一例を提供することを課題とする。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
　上記課題を解決するために、本発明は、以下のような構成の遊技機を提供する。
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１２】
　複数の識別情報を変動表示可能な可変表示手段（例えば、リール３Ｌ，３Ｃ，３Ｒ及び
図柄表示領域４）と、
　所定の開始条件に基づいて当籤役を決定可能な役決定手段（例えば、メインＣＰＵ１０
１）と、
　前記可変表示手段の変動表示を停止させるための操作を検出可能な停止操作検出手段（



(4) JP 2020-62100 A5 2021.6.10

例えば、ストップスイッチ）と、
　前記役決定手段により決定された当籤役と、前記停止操作検出手段により検出された停
止操作態様とに基づいて前記可変表示手段の変動表示を停止させる停止制御手段（例えば
、メインＣＰＵ１０１）と、
　前記可変表示手段の停止態様に応じた特典を付与可能な特典付与手段（例えば、メイン
ＣＰＵ１０１）と、
　遊技者にとって有利な停止操作態様を報知可能な報知手段と、
　前記報知手段による報知が許容されない非有利状態（例えば、非有利区間）と、前記報
知手段による報知が許容されうる有利状態（例えば、有利区間）とを制御可能な状態制御
手段（例えば、メインＣＰＵ１０１）と、を備え、
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１３】
　前記有利状態には、遊技価値が減少する期間である通常有利状態と、遊技価値が増加す
る期間である増加有利状態とが少なくとも含まれ、
【手続補正１１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１４】
　前記有利状態において、第１の終了条件が成立すると、前記有利状態を終了させる第１
終了制御手段（例えは、ゲーム数リミッタ）と、
　前記増加有利状態において、前記第１の終了条件とは異なる第２の終了条件が成立する
と、前記有利状態を終了させる第２終了制御手段（例えば、枚数リミッタ、リミッタ以外
）と、をさらに備え、
【手続補正１２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１５】
　１ゲームにおいて前記第１の終了条件及び前記第２の終了条件の両方が成立しうる場合
は、前記第１終了制御手段と前記第２終了制御手段のうちいずれか一方のみによる前記有
利状態の終了処理を行い、
【手続補正１３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１６】
　所定の信号を外部装置に対して出力可能な信号制御手段をさらに備え、
　前記信号制御手段は、前記第１終了制御手段により前記有利状態が終了する場合に、前
記有利状態の終了を示す態様で前記所定の信号を制御し、前記第２終了制御手段により前
記有利状態が終了する場合も、前記第１終了制御手段により前記有利状態が終了する場合
と同じ態様で前記所定の信号を制御し、
【手続補正１４】
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【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１７】
　前記非有利状態において、前記役決定手段により決定可能な複数候補の中から予め定め
る所定決定がされた場合（例えば、図１７のＮｏ．６９，７０のＦ＿弱レア役Ａ又はＦ＿
弱レア役Ｂの弱レア役、又は、Ｎｏ．７１，７２のＦ＿スイカ１又はＦ＿スイカ２の単独
のスイカに当籤）、前記有利状態への移行を確定し、この場合に、前記増加有利状態へ移
行する場合と前記通常有利状態へ移行する場合とがあるようにしており、
　前記通常有利状態において、前記役決定手段により前記所定決定がされた場合、前記増
加有利状態へ移行する場合と移行しない場合とがあるようにしている
　ことを特徴とする遊技機。
【手続補正１５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１８】
　以上の遊技機では「１ゲームにおいて前記第１の終了条件及び前記第２の終了条件の両
方が成立しうる場合は、前記第１終了制御手段と前記第２終了制御手段のうちいずれか一
方のみによる前記有利状態の終了処理を行い、」としたが、これに代え、「１ゲームにお
いて前記第１の終了条件及び前記第２の終了条件の両方が成立しうる場合は、前記第１終
了制御手段と前記第２終了制御手段による前記有利状態の終了処理を行い、」としてもよ
い。
【手続補正１６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１９】
　本発明によれば、有利状態が長く継続し過ぎることに起因して射幸性が過度に高くなっ
てしまうことを抑制しつつ、有利状態の生起態様に関する一例を提供することができる。
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